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ニュージャージー高速道路を走る車を数えながら

みんなアメリカをさがしにいったんだ

みんなアメリカをさがしに

(サイモンとガーファンクル)

序　論

私は『The Condition ofPo∫tmα由m砂』の結論:=おい

て,史的唯物論とマルクス主義の危機と想定されてい

るものを克服するための四つの展開の領域を提示して

おいた(Harvey, 1989, p. 355)

1.差異differenceと｢他者性o山erness｣を､ (隙級や

生産諸力のような)より根本的なマルクス主義の諸

カテゴリーにつけ加えられるものとしてではなく.

社会変化の弁証法を把握する試みのまさに始まりか

ら普遍的に存在するものとして取り扱うこと｡

2.諸イメージと諸言説の生産は､あらゆる社会秩序

の再生産と変換の一部分として分析されねばならな

いような活動の重要な一局面であるという認敵

3.空間と時間の次元が重要であるという認識,社会

的行為のレアルな地理的事象geographiesが存在す

るという認識.すなわちメタフォリカルであると同

時にレアルな権力の領域や諸空間が存在し,それら

の領域や空間自体のあり方と資本主義的発展の総体
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的論理の中でのあり方との双方において理解されね

ばならないような無数の差異の場所が存在するとい

う認識｡端的に言えば､史的唯物論はその地理的事

象を真剣に取り上げねばならないということであるo

4.史的一地理的唯物論は閉ざされた固定的な理解の

体系ではなく開かれた弁証法的な探究様式であると

いう理論的･実践的認識｡例えば,資本制生産様式

についてのマルクスの理論は全体的真実の表明では

なく､特定の諸相と諸形態においてと同時に一般的

にも資本主義を特徴づける歴史的･地理的真実との

折り合いをつけようとする一つの試みなのであるQ

私が『The Condition ofPostmodemity』において取り上

iずたわずか一つのトピックに立ち戻り,全体的議帯:I

とってのその重要性を明らかにし,さらに精教化しよ

うと試みるのは.以上のような意志ここおいてである｡

私は空間と場所との間の移行的関係をより仔細に検討

し､そしてなにゆえ交換と移動とコミュニケーション

の空間的障壁が減少しつつあるこの世界において,と

りわけ場所に根ざしたアイデンティティの構築が無意

味であるどころかますます重要となってきているのか

を説明したいと思う｡






